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各地で取り組まれている都

道府県対抗リレー大会に向

けての練習会。大阪府でもな

んとかレベルアップを図る

ために、奥村監督の下、練習

会を実施しました。以下、奥

村監督のまとめた物を、一部

改変して載せてみました。 

    

■■■■    府協会としての練習会府協会としての練習会府協会としての練習会府協会としての練習会    ■■■■    
 

天候は、少し崩れ気味で終わりには

本降りになってきたあいにくの天気。

17 人の参加者をむかえ、レベルアップ

を目標に、全体を４グループに分けて

実施しました。 

大阪府協会として、リレー大会への

参加を目標にして、全体のレベルアッ

プやモチベーションをあげるのを目標

に練習会を企画しましたが、日程や広

報などの問題もあり、周知徹底ができ

なかったのではないかと反省。 

ターゲットは大阪府競技登録者の幅

広い層とし、グループ内相互にコミュ

ニケーションを取らせることにより、

どの層に対しても一定の効果を見込ん

だのですが、時期としては季節は良い

ものの、大会準備に追われる人が多く、

事前にニーズが掴むことが難しく、実

際には参加した層には偏りが見られた

のは残念でした。 

 

ディスカッションとサーキットディスカッションとサーキットディスカッションとサーキットディスカッションとサーキット    
 

グループ内でのディスカッションを

各グループに委ねる形式で行ない、サ

ーキットはフィニッシュするたびに

MTR4 でラップタイムを打ち出し、その

場で配布。ディスカッションに生かし

てもらうという方式で実施しました。 

サーキット C2 コースは所要 10 分台

～47 分台、C1 コースは完走者で 9分台

～37 分台。 

また、ライン-O は下山しながら行う

ため、ライン-O に参加しない撤収要員

を 2 人要し、うち参加者から 1 人の協

力を得て、ライン-O のコースを 2 パタ

ーンに分けました。1.61kmおよび1.7km

のコースで、2つのコースは途中で合流

し、その後は共通となるようにしまし

た。 

ライン-O 参加者が逐次戻り次第、大

まかなコントロール位置の答え合わせ

を実施しました。全員会場に戻った後、

座学としてホワイトボードも使いなが

らサーキットコースの復習をし、適当

なレグを選んで話題に挙げ、意見を募

ったり話題を展開させたりもしてみま

した。ただ、ホワイトボードを使った

説明では絵心がないために(^_^;)。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

■■■■    今後に向けて今後に向けて今後に向けて今後に向けて    ■■■■    
 

 会場のらいとぴあ21からテレイン内

集合場所まで、特に会場出発直後の道

が分かりにくく、迷う参加者がいまし

た。フォローがすこし足りませんでし

た。 

座学では、ある程度触れておきたい

話題を用意していたにもかかわらず、

前もって詰めておくことができずに散

発的になってしまいました。 

ターゲットを設定して練習内容を考

える必要があるでしょう。リレー本戦

が近付いてくれば、同時スタートで競

り合えるような、リレーを模したもの

が望まれると思います。(合宿メニュー

には織り込む)。 

 アンケートよりも効果的な、参加者

の声を集める工夫はないだろうか。 

 

          （横田実） 
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